



















Ⅰ 会計学科増設前夜―1967 年（昭和 42年）
専修大学は，1949年（昭和 24年）新制大学として発足した際に設置された商経学部商
業学科を 1965年（昭和 40年）に独立させ，商学部商業学科を創設したが，それから 3年
後の 1968年（昭和 43年）4月に商学部商業学科を分割し，入学定員 100名（1学年）の
規模で会計学科を増設した。会計学科増設にあたっては，商学部教授会および会計学科増
設準備委員会が約 1年にわたる検討作業に携わり，1967年（昭和 42年）4月 18日の第 2
回商学部教授会（学部長 大塚 光教授）にて，会計学科増設が出席者全員により承認され





















教 授 桐田 尚作
教 授 古川 周
教 授 小峰 保栄
教 授 柳 昌平
教 授 二宮 栄一
教 授 本多 貞彦
助教授 上野 秀雄
講 師 松原 成美
講 師 吉田 富義
講 師 八田 知成
② 兼任講師
講 師 田島 四郎
講 師 茂木 虎雄
講 師 酒井 茂
講 師 都筑 栄
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講 師 佐藤 博明
講 師 松尾 憲橘
講 師 伏見 章
講 師 池田 拓朗
講 師 松本 清
講 師 根本昭二郎
講 師 柳川 昇
講 師 高谷 茂木
講 師 金子 有造
講 師 原沢 文弥



























































































































































































講 師 小野重雄 簿記・外国書講読
松原成美 簿記・外国書講読
―兼担教員―

























































ニ応スルノ道ヲ講セスンハアルヘカラス」（「計理学研究」第 1号 大正 7年 6月松邑三松
堂 1頁）とする「計理専修」の精神にまで遡れる。
① 会計基礎教育レベルのカリキュラム充実をはかる。
② 会計分野以外の専門科目の履修拡大をはかる。
③ 会計基礎教育レベルの講義科目及び演習科目の小人数制を実現する。
④ 具体的職業イメージを描きやすい履修モデル（例：会計プロフェッショナル履修モ
デル）を設置する。
⑤ 会計教育での工夫（IT機器利用等）をはかる。
31商学部会計学科創設に込められた将来展望
現在，会計学科は，2010年度（平成 22年度）からの導入を目指して，新カリキュラム
の策定作業を行っている。今，会計に関わる実社会から，2011年を目処とする財務会計
基準の国際的統一化の実施を念頭にした様々な影響が，大学における会計教育・研究にも
及ぼうとしている。また企業活動の複雑化や地球環境の保全要求が，企業経営をより専門
化させようとしている。専修大学会計学科は，このような企業環境の変化に対応できる有
能な会計人を育成し，社会に送り出すための努力を続けることが，従来にも増して要求さ
れている。
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